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二
〇
一
六
年
一
一
月
一
二
日
、
京
都
市
東
山
区
の
清
水
寺
に
お
い
て
ア
テ
ル
イ
と

モ
レ
の
慰
霊
法
要
が
営
ま
れ
た
。
清
水
寺
に
は
、
い
わ
ゆ
る
清
水
の
舞
台
の
下
近
く

に
「
阿
弖
流
為
・
母
禮
之
碑
」
が
一
九
九
四
年
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
二
三
回

目
の
法
要
で
あ
る
。

　

清
水
寺
の
建
立
に
は
坂
上
田
村
麻
呂
が
関
わ
っ
て
お
り
、
加
え
て
坂
上
田
村
麻
呂

と
ア
テ
ル
イ
と
の
関
係
か
ら
、
清
水
寺
に
ア
テ
ル
イ
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
坂
上
田
村
麻
呂
と
ア
テ
ル
イ
と
の
関
係
は
座
談
会
の
な
か
で
各
人
の
視
点
か

ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
中
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
書
は
二
〇
一
三
年
に
東
北
古
代
史
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
五
人
の
研
究
者
が
集

い
開
か
れ
た
、
ア
テ
ル
イ
を
中
心
に
据
え
た
東
北
古
代
史
に
つ
い
て
の
座
談
会
の
記

録
で
あ
り
、
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
論　

ア
テ
ル
イ
と
東
北
古
代
史
…
熊
谷
公
男

　

第
Ⅰ
部　

座
談
会　

ア
テ
ル
イ
の
歴
史
像

　
　

Ⅰ
ア
テ
ル
イ
の
育
っ
た
世
界

　
　

Ⅱ
ア
テ
ル
イ
の
参
戦
と
延
暦
八
年
の
戦
い

　
　

Ⅲ
延
暦
十
三
年
・
二
十
年
の
戦
い
と
ア
テ
ル
イ
の
降
伏

　
　

Ⅳ
ア
テ
ル
イ
が
残
し
た
も
の

　
熊
谷
公
男
編

『
ア
テ
ル
イ
と
東
北
古
代
史
』

佐
藤

　
英
雄

　

第
Ⅱ
部　

考
古
学
と
ア
テ
ル
イ
の
世
界

　
　

胆
沢
城
・
志
波
城
・
徳
丹
城
…
…
西
野　

修

　
　

志
波
・
和
我
の
集
落
遺
跡
…
…
…
村
田　

淳

　
　

胆
沢
周
辺
の
集
落
遺
跡
と
墳
墓
…
高
橋
千
晶

　

ア
テ
ル
イ
関
係
史
料

　

序
論
で
は
、
三
十
数
年
に
わ
た
り
東
北
古
代
史
の
第
一
線
で
研
究
を
進
め
て
き
た

熊
谷
公
男
氏
が
、
東
北
の
八
世
紀
史
の
概
略
を
論
じ
て
い
る
。
い
か
な
る
研
究
論
文

も
史
料
に
基
づ
く
記
述
で
は
あ
る
が
、
本
稿
は
座
談
会
の
記
録
を
読
む
前
に
「
基
本

と
な
る
歴
史
的
事
実
」（
五
二
頁
）
を
記
述
す
る
と
い
う
性
格
上
、
通
常
以
上
に
行

間
に
典
拠
史
料
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
Ⅰ
部
は
本
書
の
メ
イ
ン
と
な
る
座
談
会
の
記
録
で
あ
る
。
文
献
史
学
か
ら
熊
谷

公
男
氏
、
樋
口
知
志
氏
、
鈴
木
拓
也
氏
の
三
人
が
、
考
古
学
か
ら
伊
藤
博
幸
氏
、
八

木
光
則
氏
の
二
人
が
参
加
し
、
五
人
に
よ
り
、
基
本
的
に
時
系
列
に
沿
っ
て
討
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
熊
谷
氏
は
広
範
な
研
究
視
角
か
ら
東
北
古
代
史
に
論
及
し
、
政

治
史
・
蝦
夷
論
・
城
柵
論
に
多
大
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
樋
口
氏
は
細
部
に
わ
た

る
史
料
読
解
と
新
た
な
研
究
視
角
の
提
示
に
よ
り
、
三
陸
地
方
の
古
代
史
へ
論
及
し
、

新
た
な
展
開
を
生
ん
だ
。
ま
た
、
座
談
会
の
直
後
に
は
『
阿
弖
流
為
―
夷
俘
と
号
す

る
こ
と
莫
か
る
べ
し
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
を
上
梓
し
て
い
る
。

『
阿
弖
流
為
』
は
本
座
談
会
と
直
接
的
に
関
係
し
て
お
り
、
論
述
進
行
と
座
談
会
の

進
行
と
が
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
古
代
奥
羽
の
官
制
・
兵
制
・
税
制

に
造
詣
が
深
く
、
そ
の
成
果
は
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
八
年
）・『
蝦
夷
と
東
北
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
代
表
さ
れ
る
。
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伊
藤
氏
は
長
く
胆
沢
城
の
発
掘
・
調
査
・
研
究
に
尽
力
し
、
胆
沢
地
方
の
古
代
史
研

究
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
八
木
氏
は
広
く
岩
手
県
内
の
古
代
史
に
、
考
古

学
の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、『
古
代
蝦
夷
社
会
の
成
立
』（
同
成
社
、
二
〇
一
〇

年
）
と
し
て
物
質
文
化
か
ら
み
た
古
代
社
会
を
描
き
出
し
て
い
る
。（
代
表
的
な
単

著
の
み
を
掲
げ
た
。
共
著
や
論
文
に
つ
い
て
は
、
本
書
末
尾
の
執
筆
者
一
覧
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
）

　
「
Ⅰ
ア
テ
ル
イ
の
育
っ
た
世
界
」
で
は
主
と
し
て
ア
テ
ル
イ
も
含
め
た
周
辺
の
社

会
的
・
政
治
的
・
地
理
的
動
向
に
つ
い
て
議
論
が
広
げ
ら
れ
た
。
ア
テ
ル
イ
が
活
躍

す
る
世
界
の
基
本
的
考
察
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。「
Ⅱ
ア
テ
ル
イ
の
参
戦
と
延
暦
八

年
の
戦
い
」
で
は
、
ア
テ
ル
イ
が
史
上
に
現
れ
る
直
前
の
八
世
紀
後
葉
の
戦
乱
か
ら

討
議
が
開
始
さ
れ
る
。「
三
十
八
年
戦
争
」
と
い
わ
れ
る
戦
乱
が
続
く
時
代
で
あ

る
。
議
題
の
中
心
は
ア
テ
ル
イ
の
参
戦
時
期
と
、
戦
乱
の
拡
大
の
原
因
、
そ
し
て
最

も
議
論
が
白
熱
し
た
こ
と
は
延
暦
八
年
の
戦
い
に
お
け
る
朝
廷
軍
の
兵
数
の
算
出
方

法
で
あ
る
。
樋
口
氏
が
通
説
と
は
異
な
る
史
料
読
解
を
示
す
が
、
座
談
会
に
お
い
て

は
否
定
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
。「
Ⅲ
延
暦
十
三
年
・
二
十
年
の
戦
い
と
ア
テ
ル
イ

の
降
伏
」
で
は
、
延
暦
期
の
第
二
次
・
第
三
次
の
戦
い
の
詳
細
究
明
を
試
み
る
。『
日

本
後
紀
』
の
欠
失
部
分
に
あ
た
り
関
係
史
料
が
著
し
く
断
片
的
で
あ
り
、
全
貌
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
第
一
線
の
研
究
者
が
見
せ
る
史

料
批
判
の
方
向
性
や
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
、
各
人
の
研
究
視
角
の
違
い
が
現

れ
、
歴
史
研
究
の
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
箇
所
で
も
あ
る
。
ア
テ
ル
イ
側
の
動
静
は
不

詳
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
朝
廷
側
の
軍
編
成
か
ら
延
暦
八
年
の
戦
い
と
の
違
い

を
浮
き
彫
り
に
し
、
桓
武
天
皇
・
坂
上
田
村
麻
呂
と
ア
テ
ル
イ
・
蝦
夷
社
会
の
関
係

に
迫
る
。
延
暦
期
を
通
し
た
征
夷
の
意
義
や
、
桓
武
天
皇
に
と
っ
て
の
征
夷
と
は
何

で
あ
っ
た
の
か
論
議
さ
れ
た
。「
Ⅳ
ア
テ
ル
イ
が
残
し
た
も
の
」
で
は
、
九
世
紀
初

頭
の
城
柵
の
建
造
（
胆
沢
城
・
志
波
城
・
払
田
柵
）
や
改
修
（
多
賀
城
・
秋
田
城
）

と
ア
テ
ル
イ
の
降
伏
、
そ
し
て
征
夷
の
終
結
の
契
機
と
さ
れ
る
徳
政
相
論
が
論
議
さ

れ
る
。
特
に
も
志
波
城
建
造
の
意
義
と
、
徳
政
相
論
の
構
造
・
意
義
に
つ
い
て
議
論

が
白
熱
し
て
い
る
。
最
後
は
、
蝦
夷
と
は
何
者
で
あ
っ
た
か
、
古
代
国
家
に
と
っ
て

華
夷
思
想
の
中
で
の
蝦
夷
と
は
何
で
あ
っ
た
か
に
論
議
が
お
よ
び
、
座
談
会
が
終
了

と
な
る
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
西
野
修
氏
・
村
田
淳
氏
・
高
橋
千
晶
氏
の
三
者
が
、
座
談
会
の
中
で

考
古
学
分
野
か
ら
の
議
論
が
及
ば
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
岩
手
県
内
の

城
柵
、
志
波
・
和
我
地
方
の
集
落
、
胆
沢
地
方
の
集
落
と
墳
墓
を
主
題
と
し
て
論
考

を
載
せ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
論
議
の
ほ
と
ん
ど
が
文
献
史
学
か
ら
の
発
言
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
考
古
学
か
ら
の
東
北
古
代
史
や
胆
沢
・
和
我
・
志
波
の
社
会
情
勢
な

ど
は
比
較
的
討
議
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、「
ア
テ
ル
イ
」
を
語
る
う
え
で
は
第
Ⅱ

部
に
収
め
ら
れ
た
三
編
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
書
の
概
略
を
論
じ
て
き
た
が
、
筆
者
の
関
心
か
ら
三
点
ほ
ど
論
じ
た
い
。

　

ま
ず
、
何
よ
り
も
、「
な
ぜ
、
こ
の
と
き
に
ア
テ
ル
イ
な
の
か
」
で
あ
る
。
本
書

の
構
成
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
全
編
を
通
し
た
解
題
が
な
く
、
ア
テ
ル
イ
を

主
題
と
す
る
座
談
会
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
か
、
こ
の
座
談
会
の
学
界
に
お
け
る
意
義

を
何
処
に
求
め
て
い
る
の
か
等
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
座
談
会
の
冒
頭
に
伊
藤
氏

は
、
二
〇
一
三
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
火
怨
・
北
の
英
雄　

ア
テ
ル
イ
伝
」
の

歴
史
考
証
（
鈴
木
氏
を
除
く
四
者
が
担
当
）
に
対
し
て
、
鈴
木
氏
を
加
え
「
ア
テ
ル

イ
を
め
ぐ
る
歴
史
に
つ
い
て
、
考
え
な
お
し
て
み
よ
う
と
い
う
企
画
」
で
あ
る
旨
を
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述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
元
と
な
る
座
談
会
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
な
ぜ
ア
テ
ル
イ
な
の
か
、
回
答
は
な
い
。
歴
史
史
料
に

基
づ
く
歴
史
考
証
と
は
い
え
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
主
体
で
あ
る
ド
ラ
マ
に
対
し

て
、
よ
り
専
門
的
に
ア
テ
ル
イ
周
辺
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
本
書
の
構
成
や
、
巻
末
の
ア
テ
ル
イ
関
係
史
料
が
訓
読
文
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
歴
史
研
究
を
専
門
と
し
な
い
人
々
を
主
対
象
と

し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
性
の
追
求
と
一
般
読
者
を
対

象
と
す
る
こ
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ア
テ
ル
イ
の
知
名
度
と
歴
史
上
の

重
要
性
を
包
括
す
る
座
談
会
の
意
図
を
明
確
に
す
る
編
目
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

ま
た
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
文
献
史
学
か
ら
三
名
、
考
古
学
か
ら
二
名
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
文
献
史
学
中
心
の
座
談
会
に
な
っ
て
い
る
。
胆
沢
周

辺
の
考
古
学
的
成
果
に
広
い
知
見
を
持
つ
伊
藤
氏
が
進
行
役
的
な
立
場
と
な
っ
て
お

り
、
考
古
学
の
知
見
が
座
談
会
の
場
で
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。
第
Ⅱ
部
と
し
て
北
上
盆
地
の
南
北
に
対
し
て
、
考
古
学
の
側
か
ら

の
三
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
座
談
会
の
場
で
考
古
学
か
ら
の
議
論
が
深
め
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ア
テ
ル
イ
と
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
「
胆
沢
」
で
あ
る
。
そ
こ
で

対
象
と
さ
れ
て
い
る
地
域
を
よ
く
見
て
み
る
と
胆
沢
扇
状
地
の
北
部
か
ら
和
我
・
志

波
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
一
方
で
、
現
在
の
奥
州
市
前
沢
区
・
衣
川
区
な
ど
北
上

盆
地
最
南
部
の
様
相
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
文
献
史
料
か
ら
は
明
ら
か
に
し
づ
ら
い

点
だ
け
に
、
考
古
学
の
側
か
ら
「
胆
沢
」
の
社
会
像
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
が
欲

し
か
っ
た
。

　

雑

な
論
述
と
な
っ
た
が
、
本
書
が
ア
テ
ル
イ
周
辺
の
歴
史
像
を
捉
え
る
の
に
利

便
性
が
高
く
、
且
つ
専
門
性
が
高
い
こ
と
は
間
違
い
無
い
。
東
北
古
代
史
関
係
史
料

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
座
談
会
の
議
論
を
通
じ
て
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
点
は
少
な

く
な
い
。
第
一
線
の
研
究
者
の
生
の
声
が
手
元
に
届
く
こ
と
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

（
二
〇
一
六
年
七
月
刊
、
Ａ
5
判
、
二
六
三
頁
、
定
価
三
〇
〇
〇
円
＋
税
、

高
志
書
院
）

（
さ
と
う
・
ひ
で
お　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
会
員
）


